
尚絅大学・尚絅大学短期大学部における教員養成について 

 

Ⅰ．教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること 

（教育職員免許法施行規則第２２条の６第１号関係） 

 

［尚絅大学 生活科学部］ 

１．目標 

    健康的な社会の構築に貢献するため、国民の健康課題に対応できる管理栄養士能力を基盤に持

った栄養教諭、国際的視野から将来の食生活や食料問題について指導できる栄養教諭を育成する。 

 

２．目標を達成するための計画 

 ①栄養教育実習 

 ・必要な実習期間について 

    ３年次に給食管理の臨地実習を１週間行い、４年次に教育実習を１週間行う。 

 ・実習校との関係について 

      教育実習は、母校や教育実習連絡協議会（熊本市）が指定する実習校、実習協力校で実習を行

っている。実習期間が短いので、事前訪問に数回伺い、実習担当の栄養教諭と打ち合わせを行い、

給食の時間の指導や研究授業の準備を行うこととしている。また、実習期間中に担当教員が必ず

実習校を訪問している。 

・「栄養教育実習」の履修について 

     第３年次末までに「栄養に係る教育に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、

総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、教育相談等に関する科目」及び「教育職員免許法施

行規則６６条の６に定める科目」の全てを履修していなければならない。ただし、編入学生及び

生活科学部教職課程委員会が特別な事由があると判断し、教授会で承認された者を除く。 

  ②教職専門科目の配置 

 科目及び配当学年 概     要 

１

年

次 

教育原理（教育課程を含む。） 

教職論 

教育方法論（総合的な学習の

時間を含む。） 

１年次には、教育の概念や歴史、近代の教育思想、現代の

教育の法的制度的な理論や知識を理解するために、教職の

基本となるものを配置している。 

２

年

次 

教育制度 

教育心理学 

道徳及び特別活動の指導法 

生徒指導論 

２年次には、教育制度や生徒指導の基本的知識を学ぶとと

もに、道徳教育や教育心理学を学び、実践的な演習も取り

入れ、教育実践と関連するものを配置している。 

３

年

次 

学校栄養指導論 

食教育実践論 

教育相談 

特別支援教育概論 

３年次では、他の専門分野の学びとも関連付けながら、栄

養教諭の役割や教科等における食に関する指導及び個別

的な相談指導について理解を深め、指導や相談等の基本的

な技術を体得できるように科目を配置している。 

４

年

次 

栄養教育実習 

（事前事後指導を含む。） 

教職実践演習（栄養教諭） 

４年次では、教育実習を行う。その後の教職実践演習では、

自己の課題を自覚した上で、教員として必要な資質能力が

統合されたか確認する。 

    ③担当教員の配置 

教職科目は、主に専任教員で担当している。 

  



［尚絅大学短期大学部 幼児教育学科］ 

１．目標 

    未来をになう子どもの生活、遊び、発達、健康などについて基礎的総合的な理解を深めるとと

もに、健やかで豊かな生活、遊びを導く実践的な保育者としての技量を養う。また、保護者や子

どもに信頼され、慕われる人間的魅力を備え、保育の現場で起こりうるさまざまな問題に対応で

きる実践力をもつ保育者を育成する。 

 

２．目標を達成するための計画 

  ①実習 

   ・保育士資格を含め、２年間で１０週間の実習を行っており、そのうち幼稚園免許状取得の教育

実習は４週間実施している。 

   ・実習先は、附属こども園（２週間）、学外幼稚園（２週間）の４週間と、保育士資格取得のため

の学外保育園および施設（保育実習６週間）、の合計１０週間である。 

   ・教育実習を履修するためには、１年次の幼稚園免許に関する必修科目の単位を取得状況が良好

であることが条件としており、実習委員会で教育実習履修の可否について審議を行う。 

  ②教職専門科目の配置 

科目及び配当学年 概     要 

１

年

次 

教育原理 

教育心理学 

保育内容－人間関係 

保育内容－言葉 

保育内容－健康 

保育内容－環境 

保育内容－音楽表現 

環境の指導法 

言葉の指導法 

造形の指導法 

教育実習 

・１年次においては、教育原理や教育心理学など、教職の

基礎となる科目を配置するとともに、後期に行われる附

属こども園での教育実習に適応できるよう、特に基本的

な幼児教育の知識および技能を高めることのできる科

目を配置している。 

２

年

次 

教育課程論 

保育内容－造形表現 

教職・保育者論 

教育方法論 

幼児の理解（教育相談を含む） 

保育・教職実践演習（幼稚園） 

健康の指導法 

人間関係の指導法 

音楽の指導法 

教育・保育社会学 

特別支援教育論 

教育実習 

教育実習指導 

・２年次においては、すべての実習（教育実習、保育実習）

での学びを深め、実習で経験したことを整理し系統づけ

て把握できるようにするため、保育現場及び子どもの理

解を進めるための科目や、高度な保育の知識・技能を習

得するための科目（保育の表現技術等）を中心に配置し

ている。 

・２年次後期の「保育・教職実践演習（幼稚園）」では、

２年間の免許・資格に関係するすべての学修を統合し、

保育者としての資質を高め、保育現場で実践力を発揮す

ることのできる保育者の養成を目指している。 

③担当教員の配置 

教職科目は、主に専任教員で担当している。 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．教員の養成に係る組織及び教員の数に関すること 

（教育職員免許法施行規則第２２条の６第２号関係） 

 

１．組織について 

（１）教員養成課程を有する学部学科及び免許状の種類について        

大学の名称 学部・学科等の名称等 認定を受けている免許状の種類 

尚 絅 大 学 生活科学部栄養科学科 栄養教諭一種免許状 

尚絅大学短期大学部 幼 児 教 育 学 科 幼稚園教諭二種免許状 

（２）教職課程専門委員会 

    生活科学部、短期大学部幼児教育学科教職課程委員、及び関係学部長、学科の教務委員、教職

科目担当者によって構成し、定期的に委員会を開催。 

（３）熊本地区大学教育実習連絡協議会 

    熊本市教育委員会、熊本市立中学校校長会、教職課程を有する熊本地区７大学によって構成し、

教育実習を円滑に行うために共通理解を図っている。 

 

２．教員養成課程における教員の数について 

大学の名称 学部・学科等の名称等 専任教員の数 専任教員以外の数 

尚 絅 大 学 生活科学部栄養科学科 ４名 ３名 

尚絅大学短期大学部 幼 児 教 育 学 科 １７名 ２４名 

  ※教育職員免許状施行規則６６条の６に定める科目の教員を除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．教員の養成に係る授業科目、各教員が有する学位並びに業績に関すること 

（教育職員免許法施行規則第２２条の６第２号、第３号関係） 

 

１．尚絅大学生活科学部栄養科学科における栄養教諭の取得に係る科目 

 

（１）教育職員免許状施行規則６６条の６に定める科目区分 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

日本国憲法 宇野 文重 講義 ２ 必修 １ 

体育Ⅰ（実技１） 中嶋 弘二 実技 １ 必修 １ 

体育Ⅱ（実技２） 中嶋 弘二 実技 １ 必修 １ 

英語ⅠＡ（基礎１） 
田口 誠一 

ｼﾞｮｼｭ ﾉｰﾏﾝ 
演習 １ 必修 １ 

英語ⅠＢ（基礎２） 
田口 誠一 

ｼﾞｮｼｭ ﾉｰﾏﾝ 
演習 １ 必修 １ 

情報基礎 池田 直光 演習 １ 選択 １ 

文書処理入門 池田 直光 演習 １ 選択 １ 

表計算入門 川本 正道 演習 １ 選択 １ 

プレゼンテーション入門 川本 正道 演習 １ 選択 １ 

（２）教科に関する科目 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

学校栄養指導論 守田 真里子 講義 ２ 必修 ３ 

食教育実践論 寺本 ミユキ 講義 ２ 必修 ３ 

（３）教職に関する科目 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

教職論 水谷 智彦 講義 ２ 必修 １ 

教育原理（教育課程を含む） 
平野 修 

水谷 智彦 
講義 ２ 必修 １ 

教育心理学 栗川 直子 講義 ２ 必修 ２ 

教育制度 水谷 智彦 講義 ２ 必修 ２ 

特別支援教育概論 古田 弘子 講義 ２ 必修 ２ 

道徳及び特別活動の研究 平野 修 講義 ２ 必修 ２ 



教育方法論（総合的な学習の時

間を含む。） 
平野 修 講義 ２ 必修 １ 

生徒指導論 平野 修 講義 ２ 必修 ２ 

教育相談 高岸 幸弘 講義 ２ 必修 ３ 

栄養教育実習（事前事後指導を

含む） 
守田 真里子 実習 ２ 必修 ４ 

教育実践演習（栄養教諭） 守田 真里子 他 演習 ２ 必修 ４ 

※授業方法、内容、授業計画については、シラバスをご確認ください。 

※各教員が有する学位及び業績については、教員一覧をご確認ください。 

 

 

２．尚絅大学短期大学部幼児教育学科における幼稚園教諭第二種免許状の取得に係る科目 

 

（１）教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目区分 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

法学（日本国憲法） 宇野 文重 講義 ２ 必修 １ 

保健体育 柿原 一貴 講義 １ 必修 １ 

体育実技Ⅰ 柿原 一貴 実技 １ 必修 １ 

英語Ⅰ 市川 文子 演習 １ 必修 １ 

英語Ⅱ 市川 文子 演習 １ 必修 １ 

情報処理Ａ 釜賀 誠一 演習 １ 必修 １ 

情報処理Ｂ 釜賀 誠一 演習 １ 必修 １ 

（２）領域及び保育内容の指導法に関する科目 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

保育内容－健康 村上 清英 演習 １ 必修 １ 

保育内容－人間関係 片桐 真弓 演習 １ 必修 １ 

保育内容－環境 平田 洋介 演習 １ 必修 １ 

保育内容－言葉 安村 由希子 演習 １ 必修 １ 

保育内容－音楽表現 曽田 裕司 演習 １ 必修 １ 

保育内容－造形表現 横山 博之 演習 １ 必修 ２ 

https://gakumu.shokei-gakuen.ac.jp/
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健康の指導法 村上 清英 演習 １ 必修 ２ 

人間関係の指導法 浜崎 隆司 演習 １ 必修 ２ 

環境の指導法 佐竹 貴明 演習 １ 必修 １ 

言葉の指導法 安村 由希子 演習 １ 必修 １ 

音楽の指導法 森 みゆき 演習 １ 必修 ２ 

造形の指導法 坂本 健 演習 １ 必修 １ 

（３）教育の基礎的理解に関する科目 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

教育原理 草野 舞 講義 ２ 必修 １ 

教職・保育者論 草野 舞 講義 ２ 必修 ２ 

教育・保育社会学 水谷 智彦 講義 ２ 必修 ２ 

教育心理学 栗川 直子 講義 ２ 必修 １ 

特別支援教育論 吉田 道広 講義 １ 必修 ２ 

教育課程論 片桐 真弓 講義 ２ 必修 ２ 

（４）道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

教育方法論 佐竹 貴明 講義 ２ 必修 ２ 

幼児の理解（教育相談を含む） 栗川 直子 講義 ２ 必修 ２ 

（５）教育実践に関する科目 

授業科目名 授業担当者氏名 
授業 

形態 
単位数 

必修選

択区分 

履修 

年次 

教育実習 吉田 道広 他 実習 ４ 必修 １・２ 

教育実習指導 吉田 道広 他 演習 １ 必修 ２ 

保育・教職実践演習（幼稚園） 片桐 真弓 他 演習 ２ 必修 ２ 

※授業方法、内容、授業計画については、シラバスをご確認ください。 

※各教員が有する学位及び業績については、教員一覧をご確認ください。 
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Ⅳ．卒業者の教員免許状の取得の状況及び卒業生の教員への就職の状況に関すること 

（教育職員免許法施行規則第２２条の６第４号、５号関係） 

 

大学名/学部学科 区分 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

尚 絅 大 学 

生活科学部 

栄養科学科 

卒業者数 ７８名 ８３名 ８２名 

免許状取得者数 ９名 １２名 １０名 

教員就職者数 ４名 ４名 ５名 

尚 絅 大 学 

合  計 

卒業者数 ７８名 ８３名 ８２名 

免許状取得者数 ９名 １２名 １０名 

教員就職者数 ４名 ４名 ５名 

尚絅大学短期大学部 

幼児教育学科 

卒業者数 １４６名 １２８名 １４３名 

免許状取得者数 １４３名 １２８名 １４０名 

教員就職者数 ５０名 ５４名 ３９名 

尚絅大学短期大学部 

合  計 

卒業者数 １４６名 １２８名 １４３名 

免許状取得者数 １４３名 １２８名 １４０名 

教員就職者数 ５０名 ５４名 ３９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ．教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること 

（教育職員免許法施行規則第２２条の６第６号関係） 

 

［尚絅大学 生活科学部］ 

１．教職課程の履修について 

（１）「栄養教育実習」における工夫 

   栄養教諭の職務は、「児童生徒の栄養の指導及び管理をつかさどる」ことである。そのため、栄養

の専門性と教員としての資質を身に付けることが重要であることから、栄養教育実習の事前指導と

しては、栄養教諭の役割を理解させるとともに栄養管理を行う「学校給食」を生きた教材として活

用し、児童生徒の発達段階を考慮した模擬授業を行うこととしている。 

（２）「教職実践演習」における工夫 

    「教職実践演習」は、教職に関する科目の学習の総括であることから、履修カルテを活用し、

自分が目指す栄養教諭像に照らしながら、教員となるに当たっての課題を自覚させ克服できる

よう努めている。また、指導計画（シラバス）に当たっては次のような工夫を行っている。 

   ①中学校との連携 

   併設中学校における授業参観を実施するとともに、校長による教育講話を実施。 

   ②教育委員会との連携 

    「栄養教諭に求められ役割について」の講話を実習受け入れ先の教育委員会に依頼している。 

③栄養教諭（卒業生）による講話 

実際に栄養教諭として勤務している卒業生から、給食管理や衛生管理、食に関する指導の在り方、

食に関するコーディネーターとして役割等についての講話の時間を設けている。 

  ④演習活動 

模擬授業、ロールプレイング、事例研究等、できるだけ自分たちで考え、話し合い、発表する活

動型の授業を行うよう工夫している。特に、栄養の専門性を生かした指導につなげられるよう、

本学の専任教員により、学校における事例研究や実験を取り入れた演習活動も行っている。 

（３）履修カルテの活用 

 「履修カルテ」では、栄養教諭として身に付けるべき資質能力を明確にし、教職課程に学ぶ学生

が１年次から４年次までの授業について、半期ごとに自己の学修達成度を確認し、自己学修にお

ける課題を明確にし、自発的な学修を促進するために活用している。 

 

２．教員採用試験対策講座 

    １次の筆記試験については、教職関係の４人専任教員による対策講座を実施している。また、２次

の面接、論述、模擬授業等の対策については、栄養教諭経験や校長経験の教員が個別にきめ細やかな

指導を行っている。 

 

［尚絅大学短期大学部 幼児教育学科］ 

１．保育教職実践演習 

（１）履修カルテについて 

本学科は２年間で幼稚園教諭の免許を取得するだけでなく、保育士資格取得もできるようにし  

ているため、保育士資格取得のためのカリキュラムと関係づけながら、より専門性の高い保育者

の養成を目指している。このことから幼稚園と保育士の両カリキュラムを統合した履修カルテを

作成し、デュプロマポリシーに基づいたカリキュラム評価と一体化させた学習成果の測定を行っ

ているが、この履修カルテを学生と担当教員が学期ごとに学修状況を確認のうえ、これからの方

向付けを行うことを目的として履修カルテ①②を活用している。 

履修カルテ①では、履修科目の得点により保育のどのような領域が優れているか劣っているか     

が一目で把握できるよう、グラフ化している。学生は学期ごとに確認を行い、反省とこれからの     

目標が立てるために活用している。 

履修カルテ②では、カルテ①の項目について、学生自身が、これまでの学修による実感として、

どの程度の力がついたと感じるかを５段階で自己評価するよう求めている。 



（２）保育教職実践演習の指導計画（シラバス）について 

担当教員からの講話や演習、外部講師からの演習など、一斉に行う時間と、本学科の専任教員     

が全員が担当するグループ学習の時間を設けている。担当教員は、本科目の意義や目的、グルー     

プ学習の準備（場面記録の作成法や協議の進め方）、教職課程全般のまとめなどを行う。また、グ

ループ学習で、これまでの実習を振り返り、特に子どもたちとの関わりの中で気になった「場面

記録」を作成し、すべての学生がその場面記録を発表し、協議を行うようにしている。 

   

２．その他の取組 

（１）基礎セミナー 

２年間の学修を、よりスムーズに進めるために必要な知識や態度を育てるための科目として配     

置している。保育の現場を理解するための調査や討論の活動も取り込んでいる。 

（２）キャリアデザイン 

『保育』という仕事の理解、そして自己理解を深めるための演習や、マナーなどのスキルを身    

につけながら、どのような保育現場が自分にふさわしいかを考察することを目的としている。 

（３）専門研究Ⅰ・Ⅱ（ピーク制の導入） 

個性ある保育者の養成をめざして①音楽表現、②造形表現、③健康・遊び・体育、④保育教育    

実践、⑤子育て支援の５つのコースを設け、専任教員全員が１０名から２０名の学生を受け持ち、

ゼミ形式でそれぞれの専門性を深めるよう指導している。 

（４）自主実習 

学生がより自分の理想とする現場に出会えるよう、本実習のほかに数日間の自主実習を行うこ    

とを勧めている。以前と比べ学生の活動を快く受け入れていただく保育現場も増え、学生にとっ    

ては貴重な情報収集の場となっている。 

（５）就職指導 

２年次の前期後期を通して、授業外で週１回就職指導の時間を設けている。１年次の基礎セミ

ナー及びキャリアデザインを継続してより専門的に保育現場を知り、統合させ、自己分析を深め、

保育の仕事に必要な知識やスキルを身につけることを目的としている。就職指導では、専任教員

だけでなく県内の優秀な保育者や経営者等を招聘して指導に当たっている。 

（６）実習連絡協議会 

学生の実習先の事業所の代表者を招いての連絡会を実施している。実習への準備をスムーズに    

行うため、教員との情報交換会を行い、学生の実情や学科の取組、保育現場での課題等をそれぞ

れが把握し、実習や他の指導に生かしている。 

（７）就職懇談会 

熊本県内の保育団体との懇談会を実施している。保育業界の各団体の執行部の方が参加され、    

保育現場の状況を直接学生に伝えて、学生から質問できるような時間を設けている。その後、教    

職員との懇談会を実施し、学科の取組や学生の実情などを紹介するとともに、保育界の動向や養    

成校の課題等について助言を得て、指導に生かしている。 


